
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇グループワーク 
今回の検討委員会では、よりフラットな意見交換ができるよう、検討委員が 2 グループに分か

れ、3 つの施設機能（①ホール機能 ②住民活動支援機能 ③行政窓口機能）について、意見交換

しました。 
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〇全体ディスカッション 
＜大月委員（有識者／三重大学准教授）より＞ 

今回、各グループそれぞれの考え方が出たと感じた。前回には見えていなかった空間や活動

が思いつくままに出てきた。 

これから施設を形にしていく上で、空間、面積の制約が出てくる。膨らんだ意見を絞ってい

くという作業が必要になる。また、意見を絞っていく前に出し切れていない意見があることも

意識が必要である。今後は、みなさんで出た意見に優先順位をつけ、みなさんの合意を得たも

のを、行政は市民の方々に説明することが求められてくる。 

 

＜その他意見＞ 

現状、津市にはたくさんホールがあり、十分に使われていないところもある。どうしてもあ

りきたりの施設になっていくような議論の流れを感じる。小さくてもいいので、将来 20 年や

30 年先、今の子どもたちが「こんな良いものを建ててくれてたんだ」と誇りになるようなも

のが欲しい。もう一度、何のためにホールを建てるのかを考えたほうがよいと思う。今の人た

ちのために建てるのか、今後進む高齢化のことも考慮して、箱だけあればいいのかということ

も考えてほしい。 

Ａグループ 

「開かれた、居心地いい」 

グループで合意できた意見 

・ギャラリーがほしい。 

・久居総合支所の従来のサービスに、

より近いサービスを残す。 

行政サービスの総合案内がほしい。 

・関係団体が自由に入れる場所。 

・キッズコーナーがほしい。 

・喫茶室がほしい。 

 

その他の主な意見 

・青少年が利用しやすい部屋や練習室

がほしい。 

・施設のどの部屋を利用しても、部屋

の利用者でなくても、自在に使え、

気軽に憩える集える場所。 

・女性用トイレの数は多くし、不便を

かけないようにしたい。 

・バリアフリーやユニバーサルデザイ

ンに配慮する。 

 

Ｂグループ 

「いろんなジャンルが共存できる施設」 

グループで合意できた意見 

・リハーサル室がほしい。 

・ギャラリーがほしい。 

※スペースが限られているので、1 つの

部屋で様々なジャンルが共存せざる

を得ないのではないか。 

 

その他の主な意見 

・舞台を可動することで、最小 400 席

～最大 900 席程度の利用形態が共存

できないか。 

・ホール舞台を格安で練習用の空間とし

て貸し出してはどうか。 

・活動支援機能の取分を大きくしてホー

ル機能の取分が小さくなるのでは困

る。 

・多目的に使える部屋があるとよい。 

・多目的にすると、何でもできるけど、

何もできない中途半端な部屋になら

ないか。 

・図書館・公民館・福祉会館にない機能

を作ってほしい。 

――詳細な会議録については、津市ホームページをご覧ください―― 


